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特別企画展開催要綱

第 １７ 回 特 別 企 画 展 の ご 案 内
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このたび昭和館では「あの夏の記憶を永久に ～６０年前の日本の姿～ 」と題し、特別企画展を開催する運びとなりました。

今から６０年前、日本は先の大戦で戦地ばかりでなく、銃後においても激しい空襲を受けて、多くの犠牲者を出し、原爆の投下を機に敗戦をむかえました。開戦前から、政府は空襲を想定して防空の　　　　　　　ための指令を下し、民間においても様々な工夫がなされました。隣組や婦人会が再編成され、防空訓練が本格化し、防空壕などの施設整備も盛んに行われるようになります。しかし、これらの備えにもかかわらず、昭和２０年３月１０日の東京大空襲をはじめとした各地の都市や工場・軍事施設などへの空襲は、人々の暮らしに甚大な被害を及ぼしました。

本展は、戦後６０年を迎える今年、防空の備えをはじめ、全国各地が焼け野原と化した空襲の実態を紹介し、人々が経験した戦争の悲惨さ、虚しさを後世に伝えようとするものです。

記

	【主　催】
	昭和館

	【会　期】
	平成１７年７月２３日(土)から８月２８日(日)
)

	【会 場】
	昭和館３階　特別企画展会場

	【入場料】
	特別企画展は無料（常設展示室は有料）

	【イベント】
	平成１７年８月　７日（日）　語り部の会
８月２０日（土）　長編アニメーション映画 「ガラスのうさぎ」上映会
８月２１日（日）　夏休み工作教室
　

昭和館２階広場にて「子供の日イベント」開催

	【開館時間】
	１０：００～１７：３０（入館は１７：００まで）

	【休館日】
	毎週月曜日

	【内覧会】
	平成１７年７月２２日(金)　１５：００～１７：００

	【所在地】
	〒102-0074　東京都千代田区九段南1-6-1

	【問い合わせ】
	TEL 03-3222-2577  FAX 03-3222-2575

	【交通(電車)】
	地下鉄【九段下駅】から徒歩1分（東西線・半蔵門線・都営新宿線４番出口）

	
	Ｊ Ｒ 【飯田橋駅】から徒歩約10分

	【交通(車)】
	首都高速西神田ランプから約1分

	【ﾎｰﾑ･ﾍﾟｰｼﾞ】
	http://www.showakan.go.jp

	【その他】
	有料駐車場有り（普通乗用車のみ・1時間200円）


	ブース構成


Ⅰ　銃後の備え
　　　昭和2年(1928)に大阪市で日本最初の都市防空演習が行われ、以降都市部を中心に、防空演習が実施されるようになり、防火･退避･撃墜模擬･非常用炊出などの訓練が行われた。昭和12年(1937)制定の「防空法」によって、政府は各市町村に空襲による被害を防ぐための防空計画の作成を義務づけ、戦時体制を強化した。またこれに基づき、市町村の指導で部落会や町内会組織が整備され、また民防空にあたる組織を整備、統合し、銃後を護る組織は強化されていった。防空訓練も大規模なものとなり、随所に防空壕が設置されるようになった。開戦間もない昭和16年12月、「防空法」が改正され、新たに分散・疎開・応急復旧・非常用物資配給などが制度化された。昭和17年(1942)4月18日には東京・川崎・横須賀・名古屋・四日市・神戸などの諸都市に対して本土初空襲が行われた。戦局の推移と共に大規模な空襲が現実のものとなってきた昭和19年からは人員・建物疎開が行われたが、特に学童に対しては同年6月に決定された「学童疎開促進要綱」により、集団疎開も実施されるようになった。

　　ここでは、各組織の成立や変遷、活動の状況に関する資料を展示するとともに、防空演習に使用した各種の道具や、疎開に関連した資料・書類などを紹介する。

１．防空演習の始まり
２. 銃後を護る組織
３．様々な備え
４．本土初空襲　
５．疎開の実施 
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Ⅱ　空襲、そして終戦
昭和19年から終戦の20年8月15日にかけては多くの都市が空襲を受け、多くの人的物的被害を被った。19年6月には中国大陸から離陸したB-29により北九州の工場地帯が空襲をうけた。サイパン島の陥落により同年末からは東京を初めとした全国の都市への空襲が本格化した。当初B29は、高度１万メートル以上の高空から工場地帯を目標とした精密照準爆撃をおこなっていた。しかし昭和20年3月10日未明の東京大空襲を境として、一般市民を対象とした住宅密集地への無差別絨緞爆撃が実施されるようになった。そこで使用されたのは、大量の焼夷弾で、その前には防空演習や消火道具などの備えは無に等しいものであった。木造家屋が密集した都市部の住宅事情から火災による被害が多く、終戦まで空襲による死者約47万人、建物被害約228万戸に達した。

　ここでは、全国の被災状況や大空襲・原爆など、各地の空襲の様相を伝える資料を紹介する。

１．本格化する空襲 
２．全国の被災状況

３．惨禍の爪跡
４．昭和２０年８月１５日
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Ⅲ　焼け跡

  終戦を迎え、人々は空襲による危険が去って安堵の息をついたものの、同時に敗戦による不安とよるべなき自失の念を味わった。多くの人命や家財が失われ、生活は荒廃したままであった。

　戦災と建物疎開によって、東京都内における家屋の滅失は約77万戸、罹災者は約300万人に及んだ。終戦の冬は、焼け野原にあり合わせの資材で建てたバラックで暮らす被災者の越冬対策が急務となった。ここでは、終戦の8月15日から復興へ向かう、戦後の混乱期や住宅事情に関する資料を紹介する。

１．終戦を迎えて

２．救いを待つ人々

３．住まいの復興







昭和22年(1947)9月

	イベントの開催


会期中、下記の日程でイベントを開催します。
1 語り部の会
　６０年前の空襲の様子を体験者の方々にお話しいただきます。
平成１７年８月７日（日）　１４：００～１５：３０

会場：九段会館２階　孔雀の間

※１３：３０より昭和館１階ロビーにて受付。先着５０名様に整理券をお配りします。

2 映画上映会

長編アニメーション映画「ガラスのうさぎ」(２００５年作品)　８４分
会場：九段会館ホール
平成１７年８月２０日（土）
１回目　１０：３０～
２回目　１３：３０～
各回８００名


参加申し込み方法
映画上映会の参加には往復ハガキでの応募か、展覧期間中、当館で配布される整理券が必要となります。往復ハガキへの記載事項は下記のとおりです。

■往信　　（表） 〒102-0074　千代田区九段南１－６－１　
　　　      　　 昭和館 学芸部「ガラスのうさぎ」上映会係
      　　（裏） ご希望の上映時間（10:30または13:30）のみを記入

■返信　　（表） 郵便番号・ご住所・ご氏名
（裏） 特にご記入頂かなくて結構です。

※ ご不明な点は昭和館学芸部までお問い合わせください。
3 夏休み工作教室「万華鏡を作ろう！」

平成１７年８月２１日（日）　１１：００～　　１４：００～

会場：３階会議室

· 小学生を対象としており、親子で参加していただきます。

· 各回の定員は親子１０組、電話での予約が必要です。

· 参加費は無料です。

（連絡先：昭和館学芸部　TEL:03-3222-2577）















廃車を罹災者に貸与したバス住宅が現出  


昭和22年(1947)9月


毎日新聞社








「玉音放送」を聞く人々


昭和20年(1945)8月15日


共同通信社














開 催 趣 旨

















 あの夏の記憶を永久に


 ～60年前の日本の姿～





戦災罹災者の巡回相談所   


昭和20年(1945)


毎日新聞社








廃車を罹災者に貸与したバス住宅が現出  


昭和22年(1947)9月


毎日新聞社








疎開先で一汁一菜の夕食に感謝の祈り


昭和19年(1944)9月


毎日新聞社





東京大空襲をくぐり抜けた火鉢


浅草区に住んでいた西谷さん宅で使用していた火鉢。昭和20年3月10日の東京大空襲の時には夫婦と子ども３人で近くの国民学校に避難したが、やがてそこにも火が迫り、隣の公園に逃げて一家は難を逃れることができた。空襲により自宅は全焼したが、この火鉢は防空壕の中に入れておいたので焼け跡から無傷で発見され、唯一残った家財となった。


























大阪堺筋順慶町に墜落したＢ２９の残骸


昭和20年(1945)3月


毎日新聞社














パンフレット「隣組の防空用具」


隣組の備品として準備される防空用品の販売パンフレット。


昭和16年(1941) 











築地２丁目２番町の隣組常会


昭和15年(1940)10月


藤本四八(JPS)撮影・昭和館所蔵

















領収書（簡易住宅壱棟分）


伊澤さん宅は昭和20年5月29日の横浜大空襲で罹災した後、間借りをして暮らしていたが昭和22年に抽せんに当たり、借地に簡易住宅を建てて移り住んだが、その際の領収書。


政府の閣議決定を受け、地方自治体による戦災や建物疎開による住宅難への応急対策として、罹災者応急簡易住宅および既存建築物転用住宅を供給が図られたが、絶対的な住宅不足の解消には至らなかった。








１１万５０００人が死亡の浜町付近の焼け跡


  昭和20年(1945)8月


毎日新聞社








ごったがえす新宿のヤミ市 


昭和20年(1945)8月


毎日新聞社
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